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1　は　じ　め　に

窒素過多の水田において，倒伏防止などをねらいとし，

所々に人為的になにも植えない条を設定するという欠条移

植栽培が現場で行われている。しかし，その処理が収量等

にどのような影響を及ぼすかといった知見は得られていな

い。そこで復元田初年圃場等のように，特に地力が過剰な

水田において，受光体勢の向上と稲の充実等の安定効果を

ねらいとして，欠粂移植栽培による生育と収量特性につい

て検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験期間　平成3年～平成6年（1991～1994年）

（2）試験概要

裏1　試験方法の概要

平成 3 年 平成 4 年 平成 5 年 平成 6 年

試験圃場 宮城県南郷 宮城県農業 宮城県農業 宮城県農業

町復元田 セ ンター本 センタ一本 センター本

（野菜跡） 木水田圃場 木水田圃場 木水田圃場

土壌条件 泥 炭 土 壌 泥 炭 土 壌 泥 炭 土 壌 泥 炭 土 壌

（谷中統） （長富統） （長富統） （長吉統）

品　　 種 チヨホナ ミ ササニシキ ササニシキ ササニシキ

基肥施肥量 無施用 N ：2 N ：8 N ：8

（kg／ 10a ） K 20 ：10 （塩 安 ：L P （塩 安 ：L P

P 20 5：10 100 ＝3ニ5）

K 20 ：10

P 20 5：10

10 0 ＝3：5）

K 20 ：10

P 20 5：10

栽植密度

（株／ ポ）
22．2 2 1．1 22 ．4 23．2

（3）欠粂処理内容

全集植え付けを対照，3条中に1粂欠条とした2植1欠，

同様に3植1欠，また6集中に2連続欠条とした4植2欠，

4集中に2連続欠条の2植2欠について試験をおこなった

（図1）。
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図1欠条移植様式
注．J：粂方向　0：植粂　×：欠集

いし91％，2条欠粂（2～4粂移植一2粂連続欠粂）では

平均78ないし85％であり，1～2割程度の減収となった。

（2）欠条に沿った1列目の株の生育は旺盛になり，欠条

部分の収量を補償した（表3②，④，⑥，⑦）。欠条から

2列目の株（図1，③3植1欠軋⑤4植2欠中）の収量

表2　欠条部を含んだ面積当たり収量及び収量構成要
素

理処年
度

全材　穂数　収量　比（対照＝100）補償効果％1）
（千臥Ⅶ（本／d）（g／d）全樹　穂数　収量　全籾　穂致　収量

対照　　40　479　723100100100
欠　37　368　673　93　77　93　78　30　79

欠　34　373　622　85　78　86　56　34　58

2植2欠　29　272　570　73　57　79　4714　58

対照　　30　451524100100
2植1欠　30　397　459100　88

H43植1欠　30　411472　99　91
4植2欠　27　339　441　90　75
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対照　　43　607186100100100
2倍1欠　38　503178　88　83　96
3植1欠　39　514170　92　85　92
2億2欠　33　401129　77　66　69
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対照　　32　560　580100100100

2植1欠　35　511497107　91　86
3植1欠　34　491537106　88　93

2植2欠　32　437　479　98　78　82
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3　試験結果及び考察

（1）冷害年の平成5年を除く3年間について，欠粂移植

栽培の面積当たりの収量を見ると（表2），慣行移植栽培

に対し1粂欠条（2～3粂移植－1条欠粂）では平均89な

－93－

注．1）：補償効果；（収量比一哉植率）／欠株率
＝欠粂区収量一対照区収量（1－欠株率）

対照区収量×欠株率
ただし∴故植率は，同一面頓の対照区株数に対す
る欠条区に栽植された株の数の比，欠株率は，1一
栽植率で与えられるものとする。

2）：平均；H5年を除いた値
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は，はば対照と同じであり補償効果は小さかった。収量祐　　　表4　成熟期乾物重（H6）

償効果（表2注参照）を計算してみたところ，1条欠条で

は平均65～66％，2条欠条では平均55～56％補償される結

果となった（表2）。

表3　植付株当たり収量及び収量構成要素

全籾　毯数　収量
処　理l鵬

／珠　／株

鞠
始

穂
粘
飢

一
柳

千軽重梓長　桓長倒伏度

H3①対照　　19．623．735．182　85　21．182　20．9　0

②2植1欠　27．227．349．7100　8621．38222．2　0
⑤4植2欠中　21．726．438．3　82　83　21．3　83　21．4　0

⑥4拾2欠外28．429．051．5　98　85　21．38222．10
⑦2植2欠　28 5106　87　21

H4①対照　　14．722．125．7
②2植1欠　21．728．733．3
③3植1欠中15．523．925．0
④3植1欠外　20．727．632．8
馴植2欠中15．420．226．2
⑥4植2欠外23．828．937．7
⑦2植2欠　23

4　80　22

66　85　20．7　7417．4　0

76　76　20．17717．7　0

66　79　20．6　7417．8　0

75　79　20．0　7617．9　0

76　83　20．6　7517．7　0

83　78　20．3　8018．5　0

7　78　77　20 6　7818

H5①対照　　20．128．6　8．8　712617．2　7217．0　0

②2植1欠　26．635．612．6　75　2817．0　7618．6　0
⑨3植1欠中19．335．8　7．8　76　2417．17417．4　0

④3植1欠外　27．4　25．412．2　76　2616．9　7618．3　0
⑦2植2欠　30 2　82　2317 2　7418

H6①対照　　13．122．623．4　58　87　20．4　8216．7　3

②2植1欠　20．930．930．0　68　7419．38818．0　2

③3植1欠中14．622．521．7　65　7419．88617．3　2
④3植1欠外20．328．332．5　72　8019．9　8718．5　2

⑦2植2欠　25．735．238．6　73　7519．9　8919．3　4

区　　名
乾物垂／穂（g）　　　比（対照
茎　葉　　籾　　　茎　葉　　籾

、l H．ミーt 1．27　　　1．21　　100　　　100

②2植1欠　　1．21　1．21　　　95　　100
③3植1欠中　1．23　　1．19　　　　97　　　　98
④3植1欠外　1．36　　1，35　　107　　112
（診2植2欠　　1．38　　1．3　　　109　　　107

（3）欠条に沿った株の収量構成要素をみると，千粒垂は

対照と同程度，登熟歩合は対照に比べ若干下がった。欠条

部分を含む面積当たりの全籾数は，1粂欠条では慣行移植

とほとんど同じであり，2条欠条では1割減少にとどまっ

た。したがって，欠条周辺株による収量補償は仁王に穂数

及び一棟籾数，すなわち全籾数増加の効果によるものであっ

た。

欠粂区では，面積当たり全籾数は対照と同程度であるが，

豊熟歩合の低下が欠条区での減収の要因となっていること

が明らかとなった。豊熟歩合の低下からみて，欠粂移植が

受光体勢の向上に効果があったとは考えにくいと思われる。

（4）倒伏がみられた平成6年の結果では，欠条の倒伏は

対照と同程度であった。欠粂周辺の株は一種当たりの茎彙

乾物重は増加し，茎の強度は強まるとみられる（表4）。

しかし，稲株は充実するが，籾重も増加し頑が重くなり，

梓長も伸びるため，株そのものの倒伏防止効果は打ち消さ

れるものと考えられる。

－94－


